
博士課程・PD のための
キャリアパスとスキルを考える

主催：環境学研究科将来計画委員会　　　　

博士・PD 問題検討ワーキンググループ

平成２０年１０月２４日（金）　１０：３０-１２：１５
環境総合館１階レクチャーホール

趣旨と目的
　大学院博士課程（後期課程）修了者や PD（ポスドク）研究者の進路は、全国
の大学・研究機関での共通の問題というだけでなく、いまや社会問題となってお
り、組織としての対応が強く求められています。環境学研究科将来計画委員会で
は、博士課程修了者のキャリア支援のためのワーキンググループを設置し、検討
を開始しました。この集まりはこのワーキンググループが企画したもので、名古
屋大学のキャリアパス支援室と、高等教育研究センターの協力を得て、博士課程
修了者の就職および博士課程におけるスキル教育についてのお話しをいただきま
す。また、大学院学生・PD と教員が率直に意見交換を行い、研究科として問題
解決に向けた今後のキャリア支援に活かしていくことを目的としています。

話題提供

「名古屋大学のキャリアパス支援」
　　武田　穣　（名古屋大学産官学連携推進本部連携推進部長・教授）
　　　　　　　　http://www.career-path.jp/

「トランスファラブルスキル」
　　齋藤芳子　（名古屋大学高等教育研究センター・助教）
　　　　　　　　http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/

＜対象者＞　環境学研究科　博士（後期）課程学生（進学希望・
進学予定を含む）、PD（ポスドク）研究員、教員・ほか
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